
 
第

４
回

例
会

は
諸

事
情

で
１

０
月

開
催

が
延

期
さ

れ
、
こ
の
日
、
一
名
の
新
参
加
を
得
て
、
計
八
名
で
読

み
残

し
て

い
た

第
三

巻
の

下
赤

坂
城

合
戦

か
ら

輪
読

に
入

り
ま

し
た

。
第

四
巻

は
笠

置
落

城
後

の
敗

者
た

ち
の
物
語
で
す
。
斬
首
や
遠
流
な
ど
、
首
謀
者
た
ち
に

下
っ

た
幕

府
の

処
分

は
厳

し
い

も
の

で
し

た
。

院
庄

で
後

醍
醐

天
皇

を
励

ま
す

詩
を

献
じ

た
児

島
高

徳
が

実
在

か
ど

う
か

の
学

説
に

も
話

題
が

及
び

ま
し

た
。

読
み

慣
れ

て
来

て
今

回
の

積
み

残
し

は
あ

り
ま

せ
ん

。

◇
こ
の
日
輪
読
し
た
第
四
巻
の
箇
所
は
、
次
の
通
り
で
す
。
 

（
二
）
宮
々
流
し
奉
る
事
 

北
畠
具
行
の
最
期

（
ｐ
１
９
０
～
１
９
３
）
 

 
幕
府
は
、
倒
幕
蜂
起
の
首
謀
者
の
一
人
と
し
て
死
罪
に
定
め
て

い
た
北
畠
具
行
の
護
送
役
、
佐
々
木
道
誉
に
、
居
館
の
あ
る
近
江
・

柏
原
で
処
刑
せ
よ
と
命
じ
た
。
具
行
は
、
道
誉
の
情
け
あ
る
接
遇

に
感
謝
し
て
、
辞
世
の
頌
を
し
た
た
め
、
端
然
と
刑
に
服
し
た
。

柏
原
の
山
林
中
に
あ
る
具
行
の
墓
は
見
事
な
宝
篋
印
塔
で
、
道
誉

在
世
中
の
北
朝
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
道
誉
は
鎌
倉
御
家
人
中

の
ひ
そ
か
な
倒
幕
派
シ
ン
パ
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
 

※
「
ゆ
か
し
」
の
意
味
 
具
行
が
辞
世
の
頌
に
そ
え
た
和
歌
は
「
消

え
か

か
る

露
の

命
の

果
て

は
見

つ
 

さ
て

吾
が

妻
の

末
ぞ

ゆ
か

し
き
」
だ
っ
た
。
吾
が
妻
に
は
「
あ
ず
ま
の
幕
府
」
が
掛
け
ら
れ

て
お
り
、
下
の
句
の
意
味
は
「
わ
が
妻
と
幕
府
の
行
く
末
が
知
り

た
い
」
と
な
る
。
芭
蕉
の
「
山
路
来
て
何
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草
」

の
場
合
は
「
慕
わ
し
い
」「

心
ひ
か
れ
る
」
な
ど
の
意
味
だ
か
ら
、

時
代
に
よ
る
意
味
の
変
遷
が
知
ら
れ
、
興
味
深
い
。
 

殿
法
印
良
忠
の
逮
捕
、
訊
問

（
ｐ
１
９
３
～
１
９
５
）
 

 
六
波
羅
は
良
忠
を
逮
捕
し
て
「
後
醍
醐
天
皇
を
奪
い
返
そ
う
と

絵
図
ま
で
持
ち
回
っ
た
の
は
言
語
道
断
。
謀
反
の
す
べ
て
を
白
状

せ
よ
」
と
迫
っ
た
。
良
忠
は
「
臣
下
が
叡
慮
を
察
し
て
行
動
す
る

の
は
当
然
」
と
答
え
、
共
謀
者
の
事
は
一
切
、
述
べ
な
か
っ
た
。
 

※
良
忠
と
い
う
人
物
 
関
白
・
氏
長
者
藤
原
師
忠
の
猶
子
だ
っ
た

の
で
「
殿
」
を
冠
し
、
山
門
の
法
印
と
な
っ
た
の
で
、
合
わ
せ
て

「
殿
法
印
良
忠
」
と
呼
ば
れ
た
。
北
畠
具
行
と
と
も
に
早
く
か
ら

倒
幕
工
作
に
従
事
、
六
波
羅
攻
め
で
は
、
赤
松
円
心
軍
と
連
携
し

て
最
前
線
で
戦
っ
た
。
大
塔
宮
の
腹
心
で
も
あ
っ
た
が
、
剛
毅
な

性
格
で
多
く
の
あ
ぶ
れ
者
を
抱
え
て
い
た
の
で
、
建
武
政
権
下
の

足
利
尊
氏
に
に
ら
ま
れ
、
大
塔
宮
失
脚
の
遠
因
と
も
な
っ
た
。
 

（
三
）
先
帝
遷
幸
の
事
、
並
び
に
俊
明
極
参
内
の
事
 

天
皇
の
隠
岐
配
流

（
ｐ
１
９
３
～
１
９
５
、
１
９
５
～
１
９
８
）
 

 
幕
府
は
後
醍
醐
天
皇
に
、
隠
岐
配
流
に
先
立
ち
出
家
を
求
め
た

が
、
天
皇
は
拒
否
し
た
。
正
中
の
変
後
の
元
徳
元
年
( １

３
２
９
) 、

後
醍
醐
天
皇
を
訪
ね
た
中
國
僧
・
明
極
楚
俊
が
「
二
度
帝
位
を
践

ま
せ
給
ふ
べ
き
御
相
あ
り
」
と
語
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
か
ら

だ
ろ
う
か
。
一
行
は
、
三
月
八
日
、
京
都
を
発
ち
、
同
十
三
日
、

渡
海
地
点
の
出
雲
・
美
保
関
に
着
い
た
。
 

※
異

国
僧

の
参

内
と

幕
府

 
後

醍
醐

天
皇

の
明
極
楚
俊
謁

見
は

「
金
沢
文
庫
古
文
書
」
所
収
の
金
沢
貞
顕
書
状
が
立
証
す
る
。
こ

の
書
状
は
当
時
、
六
波
羅
南
方
探
題
だ
っ
た
息
子
の
貞
将
に
あ
て

た
も
の
で
、
明
極
の
参
内
を
把
握
、
通
報
し
な
か
っ
た
こ
と
を
叱

責
し
、「
関
東
の
御
命
を
も
蒙
候
は
で
（
幕
府
の
許
可
な
く
）、
僧

を
進
候
事
、
然
る
べ
か
ら
ず
」
と
釘
を
さ
し
て
い
る
。
 

（
四
）
和
田
備
後
三
郎
（
児
島
高
徳
）
落
書
の
事
 

院
庄
の
桜
樹
に
十
字
の
詩

（
ｐ
２
０
２
～
２
０
４
）
 

 
児
島
高
徳
は
、
後
醍
醐
天
皇
を
奪
い
返
そ
う
と
播
磨
・
備
前
境

の
船
坂
峠
で
待
ち
伏
せ
た
が
、
天
皇
は
北
の
杉
坂
峠
か
ら
美
作
に

入
っ
た
事
が
分
か
っ
た
。
院
庄
で
追
い
つ
き
、
宿
舎
の
庭
に
忍
び

込
ん
で
桜
の
幹
に
「
天
莫
空
勾
践
、
時
非
無
范
蠡
」
と
刻
ん
だ
。

天
皇
は
ひ
と
り
そ
の
意
味
を
解
し
て
、
微
笑
ん
だ
。
 

※
児
島
高
徳
は
実
在
か
 
太
平
記
は
、
院
庄
の
詩
の
ほ
か
、
計
６

か
所
に
も
わ
た
っ
て
高
徳
の
事
績
を
伝
え
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず

他
の
古
文
書
、
古
文
献
に
全
く
現
れ
な
い
の
で
、
学
界
で
は
存
在

が
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
太
平
記
で
高
徳
と
行
動
を
共

に
し

て
い

る
人

物
を
備
前
国
邑
久
郡
内

の
地
頭

と
推

定
で

き
る

こ
と
が
東
大
寺
文
書
で
分
か
り
、
現
在
で
は
高
徳
の
個
々
の
事
績

は
別
と
し
て
も
、
実
在
を
認
め
る
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
 

（
五
）
呉
越
闘
ひ
の
事
 

隠
岐
に
黒
木
の
御
所

（
ｐ
２
３
０
～
２
３
１
）
 

 
天
皇
は
、
都
を
出
て
１
９
日
目
の
三
月
二
十
六
日
、
隠
岐
に
到

着
、
府
島
（
こ
う
の
し
ま
）
の
黒
木
の
御
所
に
入
っ
た
。
所
在
地

に
は
、
島
前
・
西
の
島
と
島
後
・
西
郷
町
の
二
説
が
あ
る
。
 

 

太平記を読む会第４回例会 

２０１８年１１月５日 

第６巻輪読予定ページ（来年２月１８日） 

１）２７５去年９月に～２７８召されける。 

２）２７９ここに楠兵衛正成は～ 

２８１騒ぐ事きはめなし。 

３）２８１かゝりければ～ 

        ２８３追うたりける。 

４）２８３楠は思ふ程～２８５居たりけれ。 

５）２９３同じき８月～２９６箴文なり。 

６）２９６その比播磨国～２９８上せらる。 

７）２９８先ず一族～３０１搦手に向かふ。 

８）３１２ここに播磨国の～ 

         ３１５止めてけり。 

９）３１５かくて翌日～ 

       ３１７者はなかりけり。 


